
加
及
び
同
組
合
の
規
約
変
更
に
つ
い

て（
内
容
）
平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら

埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
に
草

加
八
潮
消
防
組
合
を
加
入
さ
せ
る
こ

と
及
び
同
日
か
ら
皆
野
・
長　

上
下

水
道
組
合
が
名
称
を
変
更
す
る
こ
と

に
伴
い
、
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
定
を
変
更
す
る
事
に
つ
い
て

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◆
東
秩
父
村
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
（
平
成
28
年
度
〜
平
成
32
年
度
）

に
つ
い
て

（
内
容
）
当
村
は
平
成
22
年
４
月
に

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
第

２
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
過
疎

地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
た
。
過
疎
地

域
自
立
促
進
の
た
め
の
財
政
上
の
特

別
措
置
を
活
用
す
る
為
、
東
秩
父
村

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
（
平
成
28

年
度
〜
平
成
32
年
度
）
を
策
定
し
、

計
画
的
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く
た

め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

◆
東
秩
父
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て（
内
容
）
大
字
白
石
字
荻
殿
地
内
延

長
96
m
の
道
路
に
つ
い
て
村
道
と
し

て
管
理
す
る
も
の
で
す
。

◆
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て 人

事
案
件

一
般
質
問

（
内
容
）
人
権
擁
護
委
員
（
故
）
稲

葉
日
出
夫
氏
が
平
成
27
年
11
月
28
日

に
退
任
と
な
り
、
新
た
に
山
崎
行
雄

氏
（
御
堂
）
を
候
補
者
と
し
て
推
薦

す
る
も
の
で
す
。

福
島　

重
次 

議
員

質
問　

和
紙
の
里
バ
ス
ハ
ブ
化
事
業

推
進
に
伴
う
交
通
安
全
対
策
に
つ
い

て　①
今
後
の
計
画
、
事
業
化
に
つ
い
て

答
弁　

村
で
は
、
平
成
27
年
度
に
駐

車
場
用
地
と
し
て
借
用
し
造
成
し
た

用
地
を
、
平
成
28
年
度
に
舗
装
工
事

を
行
い
ま
す
が
、
そ
の
際
、
道
路
沿

い
の
駐
車
場
部
分
に
グ
リ
ー
ン
ラ
イ

ン
を
引
き
歩
道
エ
リ
ア
を
確
保
し
た

駐
車
場
舗
装
工
事
を
行
い
ま
す
。
今

後
、
村
道
１-

１
号
線
に
接
す
る
和

紙
の
里
駐
車
場
部
分
に
は
同
工
法
の

歩
道
エ
リ
ア
の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
や
ま
な
み
駐
車
場
か
ら
ふ
れ

あ
い
橋
交
差
点
ま
で
の
区
間
は
、
地

権
者
の
ご
理
解
が
得
ら
れ
る
部
分
に

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
歩
道
関

連
の
施
設
を
検
討
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

②
村
で
は
「
淵
山
堰
」
付
近
の
県
道

改
良
を
県
に
要
望
し
て
い
る
が
、
事

業
化
の
見
通
し
が
あ
る
の
か
。
ま
た

現
村
長
の
在
任
中
に
実
現
さ
れ
る
か

答
弁　

県
道
11
号
の
道
路
改
良
に
つ

い
て
は
、
埼
玉
県
へ
早
急
な
道
路
改

良
を
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
た
び
、
東
松
山
県
土
整
備
事
務

所
か
ら
、
奥
沢
側
の
墓
地
に
隣
接
す

る
部
分
の
延
長
10
ｍ
程
度
の
区
間
の

法
面
改
良
工
事
の
入
札
が
終
了
し
た

と
の
連
絡
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
工

事
に
よ
り
大
型
車
両
の
通
行
が
一
部

改
善
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
カ
ー

ブ
を
含
め
た
こ
の
区
間
全
体
が
改
良

さ
れ
、
安
全
に
大
型
車
両
の
交
互
通

行
が
で
き
る
よ
う
、
村
で
は
、
要
望

活
動
を
継
続
し
地
域
の
交
通
安
全
の

向
上
に
努
め
て
行
き
た
い
と
考
え
ま

す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

根
岸　

文
雄　

議
員

質
問　

女
性
社
会
参
画
推
進
に
伴
う

女
性
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

答
弁　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
た
本
村
に
お
け
る
取
組
と
し

て
は
、
平
成
13
年
度
に
東
秩
父
村
女

性
行
動
計
画
（
計
画
期
間
平
成
13
年

〜
平
成
22
年
）
を
策
定
し
、
そ
の
期

間
満
了
に
伴
い
平
成
22
年
度
に
お
い

て
東
秩
父
村
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

（
計
画
期
間
平
成
23
年
度
〜
平
成
32

年
度
）
を
策
定
し
、
本
村
に
お
け
る

審
議
会
・
委
員
会
へ
の
女
性
の
登
用

率
を
25
％
等
と
す
る
目
標
を
立
て
そ

の
実
現
に
向
け
努
力
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
平
成
27
年
度
の
東
秩
父
村

に
お
け
る
各
種
委
員
会
等
で
女
性
の

占
め
る
割
合
は
14
・
４
％
と
な
っ
て

お
り
、
平
成
22
年
度
と
比
較
し
て
１

・
６
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
本
村
に
お
い
て
女
性
の
社

会
参
加
を
促
進
し
東
秩
父
村
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
の
実
現
の
た
め
に
も
、

女
性
議
会
の
必
要
性
を
認
識
し
各
事

業
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

渡
邉　

均　

議
員

質
問　

有
害
鳥
獣
捕
獲
解
体
処
理
に

つ
い
て

答
弁　

捕
獲
鳥
獣
を
ジ
ビ
エ
と
し
て

利
用
す
る
に
は
、
食
品
衛
生
法
を
基

に
定
め
ら
れ
た
施
設
並
び
に
運
営
基

準
に
適
合
し
た
処
理
・
保
存
方
法
で

あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
施
設
に
つ

い
て
で
す
が
、
国
の
２
分
の
１
の
補

助
金
を
活
用
す
る
場
合
で
も
費
用
対

効
果
が
重
視
さ
れ
ま
す
の
で
、
県
の

担
当
者
も
小
川
町
・
と
き
が
わ
町
と

併
せ
て
も
現
在
の
捕
獲
頭
数
で
は
、

認
め
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の

見
解
で
し
た
。

　

次
に
運
営
に
つ
い
て
で
す
が
、
こ

れ
は
捕
獲
か
ら
解
体
・
包
装
ま
で
の

衛
生
管
理
に
つ
い
て
で
す
。
ま
ず
、

許
可
関
係
で
は
食
肉
と
し
て
販
売
す

る
に
は
、
食
肉
処
理
業
の
許
可
が
必

要
で
す
が
、
個
人
名
で
す
と
そ
の
方

が
辞
め
た
時
に
新
た
に
許
可
が
必
要

に
な
る
た
め
、
法
人
を
設
立
す
べ
き

と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
食
品
衛
生

責
任
者
の
資
格
も
必
要
で
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
施
設
の
設
置

お
よ
び
維
持
費
用
の
他
に
、
運
営
基

準
を
満
た
す
た
め
に
は
、
そ
れ
相
応

の
体
制
並
び
に
責
任
者
と
運
営
費
用

が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
に
関
し
ま
し
て
、

猟
友
会
の
皆
様
に
は
深
い
ご
理
解
と

多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
感
謝
い

た
し
ま
す
。
捕
獲
鳥
獣
の
有
効
活
用

は
、
農
林
業
被
害
の
軽
減
と
村
お
こ

し
の
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
処
理
施
設
の
設
置
に
つ
い

て
は
様
々
な
問
題
を
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。
高
齢
化
に

よ
る
猟
友
会
員
の
解
体
作
業
等
を
改

善
す
る
た
め
、
捕
獲
さ
れ
た
個
体
の

処
分
・
解
体
処
理
方
法
や
処
理
場
所

等
に
つ
き
ま
し
て
、
引
き
続
き
地
元

猟
友
会
と
話
し
合
い
を
進
め
改
善
策

を
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次の議会は

４月２６日を

予定しています


